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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、不平等が健康に与える影響の一部として、「自分が社会のどこに
位置しているか」という認識である主観的社会経済的地位（SSS）と健康の関係に注目し、両者をつなぐメカニ
ズムを実証的に解明することにある。
　SSSと健康の関係は、（1）相対的剥奪、（2）心理的資源、（3）損失回避性、の3つの要因によって媒介され
ると考えることができる。全国の20歳から59歳の成人男女3000人を対象として行ったインターネット調査の結
果、SSSと健康の関係は、主に相対的剥奪と損失回避性によって媒介されていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Subjective socioeconomic status (SSS) is the perception of people where they
 are located in the social hierarchy. Studies in the last 15 years show that SSS is independently 
related to health outcomes and the effect of SSS is equal or higher than objective socioeconomic 
status. However, the causal mechanism between SSS and health has not been fully explained.
 
The purpose of this study is to investigate the mechanisms between SSS and health outcomes. 
Theoretically, the relationship between SSS and health outcomes could be mediated by three factors: 
relative deprivation, psychological resources, and loss aversion (prospect theory). In this study, a
 nationwide Internet survey (N=3,000, men and women from 20 to 59 years old, by quota sampling which
 was controlled resident area, age and gender) was conducted in 2015. The results of data analysis 
showed that the relationship between SSS and health outcomes was mediated by relative deprivation 
and loss aversion mainly.
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１．研究開始当初の背景 
（1）収入・職業・学歴などの社会経済的地
位と健康の間には関連が存在し、社会経済的
地位が低い人ほど健康状態が悪い。このこと
は、社会疫学研究などですでに広く確認され
た事実である。 
社会経済的地位には、収入・職業・学歴な
どの客観的な指標の他に、「自分は社会の中
でどこに位置すると思うか」といった質問で
測 定 さ れ る 主 観 的 社 会 経 済 的 地 位
（Subjective Socioeconomic Status または 
Subjective Social Status、以下「SSS」と略
す）も含まれる。SSSは客観的な社会経済的
地位とは独立に健康に影響し、その影響力は
客観的な社会経済的地位と同等かそれ以上
であることが、2000 年以降の研究で明らか
になってきた。 
 
（2）この事実は、社会経済的な不平等が健
康に与える影響の中に、これまでに十分知ら
れていなかったメカニズムが存在する可能
性を示唆している。それゆえ健康の社会的決
定要因（「なぜ不平等は健康に悪いのか」）を
考える上で、SSSと健康の関連は興味深いも
のといえる。また、やや専門的になるが、SSS
と健康の関連については興味深い点がもう 1
つある。それは SSSの効果の非対称性である。
SSSを「上」「中」「下」のようなダミー変数
として処理した時、「上」よりも「下」の方
が健康との関連が強く観測されることが、い
くつかの研究で確認されてきた。 
 
（3）しかし、SSS がどのようなメカニズム
で健康に影響を与えるのか、またなぜ健康に
対し非対称な効果を持つのかについては、こ
れまでのところ、十分に解明されていなかっ
た。 

 
２．研究の目的 
そこで本研究では、SSSと健康の関係に注
目し、SSSと健康をつなぐ具体的なメカニズ
ムを実証的に解明することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（1）まず、先行研究のレビューを行い、SSS
と健康をつなぐと考えられる理論的なメカ
ニズムの候補を選定した。本研究では、①相
対的剥奪、②心理的資源、③損失回避性、の
3つのメカニズムを検討することとした。 
相対的剥奪とは、本来なら得られるはずの
地位や財を得られない状態のことである。相
対的剥奪状態にある個人は、強い不満やスト
レスを抱える可能性が高く、このことが健康
に悪影響を与えると考えられる。そして一般
には、社会経済的地位あるいは SSS が低い人
ほど、相対的剥奪に陥る可能性が高い。 
心理的資源とは、生活において生じる困難
やストレスに耐え、それを克服する心理特性
のことである。具体的には、自尊心、楽天性、
首尾一貫性感覚、コントロール感などがこれ

にあたる。一般に SES または SSS が高い人ほ
どこれらの心理的資源が豊かであり、「SSS→
心理的資源→健康」という媒介関係が存在す
ることが先行研究で確認されている。 
損失回避性はプロスペクト理論における
重要概念の 1つである。人は、何かを得るよ
りも失うことにより強く反応する。これを損
失回避性と呼ぶ。損失回避性の低い人（地位
や財を失う可能性が高い人）は、そのことが
ストレスや不安の原因になり、健康に悪影響
を及ぼすと予想できる。 
以上をまとめると、低 SSS であることは、
相対的剥奪の増大・心理的資源の低下・損失
回避性の低下をもたらし、それが健康に影響
すると考えられる。また、相対的剥奪と損失
回避性は、SSS の効果の非対称性も同時に説
明できる（SSS が低い時に相対的剥奪や損失
が発生しやすいため）。これら 3 つの媒介メ
カニズムが本当に健康に影響するか否か、影
響する場合はどのメカニズムの影響力が強
いのかを検討することが、分析の焦点となる。 
 
（2）3つの媒介メカニズムの効果を検討する
データを得るため、インターネット調査を実
施した。調査概要は以下の通りである。①調
査名称：「くらしと健康に関する意識調査」。
②調査企画者：神林博史（研究代表者）。③
調査実施者：株式会社日本リサーチセンター
（NRC）。④調査時期：2015年12月18日～2015
年 12 月 24 日。⑤調査対象：株式会社日本リ
サーチセンター（NRC）のモニター（全国の
20 歳～59 歳までの男女）。⑥標本抽出方法：
年齢層、性別、地域（都道府県）を基準とす
る割当法。人口情報は、平成 27 年 1 月 1 日
住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）
（総計）に基づく。⑦標本サイズ：3000 人。
⑧調査方法：インターネット調査。⑨倫理審
査：本調査の実施にあたっては、東北学院大
学大学院人間情報学研究科研究倫理委員会
の審査および許諾を得た。 
 一般に、インターネット調査は通常のラン
ダムサンプリングによる調査よりも標本の
代表性が劣るとされる。しかし、日本におけ
るランダムサンプリングの訪問面接調査と
インターネット調査の比較研究によれば、イ
ンターネット調査の標本抽出が適切になさ
れている場合、回答や回答者属性の分布につ
いては2つの調査法の間にある程度の差異が
みられるものの、変数間の関連には大きな差
がないことが報告されている（轟・歸山 2014）。
本論文の目的は、SSS や健康アウトカムの分
布を把握することではなく、両者の関連がど
のように作り出されているかを検討するこ
とある。この目的からすれば、インターネッ
ト調査で得られたデータであっても、得られ
た知見にある程度の一般性はあると考えら
れる。（なお、「くらしと健康に関する意識調
査」に先立って、平成 26 年度に同様の方法
で標本サイズ 500 の予備調査を行った。） 
 



（3）上述の調査で得られたデータを分析し、
SSS と健康を媒介すると考えられるメカニズ
ムの検討を行った。分析の概要および主要な
結果については「研究成果」で詳しく述べる。 
 
４．研究成果 
（1）主観的健康および精神的健康（K6）の 2
種類の健康を従属変数とするロジスティッ
ク回帰分析を男女別に行うことで、SSS が健
康に与える効果と、SSS と健康を媒介すると
考えられる変数の影響を検討した。独立変数
は、以下の 6種類に大別される。（1）デモグ
ラフィック変数（年齢、性別）、（2）客観的
な社会経済的地位（学歴、職業、従業上の地
位、等価世帯収入）、（3）SSS（10 段階の評価
を「上の上」「上の下」「中」「下の上」「下の
下」に再編し、「中」を基準カテゴリとする
ダミー変数）、（4）相対的剥奪（8指標）、（5）
心理的資源（4指標）、（6）損失回避性（2指
標）、（6）その他のコントロール変数。 
 
（2）分析の結果、以下の四点が明らかにな
った。 
 第一に、相対的剥奪は SSS と健康の関係を
ある程度媒介することが判明した（媒介の程
度は、従属変数および性別によって若干異な
る）。相対的剥奪については、客観的な剥奪
指標 2種、主観的な剥奪指標 6種、計 8指標
の効果を比較検討したが、世帯収入のような
特定の社会経済的地位に基づく剥奪指標よ
りも、消費も含めた総合的な生活状況の剥奪
状態を表現する指標の方が明確な効果を持
つことがわかった。 
第二に、損失回避性については、「将来の
自分の生活水準が低下する」と認識している
ことが、SSS と健康の関係を媒介しているこ
とが示唆された。 
第三に、今回のデータでは SSS と心理的資
源（指標として、首尾一貫性感覚、マスタリ
ー、楽観主義、自尊心の 4つを用いた）の関
係が先行研究で示されていたほど明確では
なく、SSS と健康の媒介要因としてはあまり
機能しないこと、すなわち心理的資源をコン
トロールしても SSS の効果が低下・消失しな
いことが判明した。この結果が、調査データ
の特性に由来するのか、そうでないのかは今
後さらに詳しく精査する必要がある。 
 第四に、これら 3つの媒介要因の影響をコ
ントロールしても、SSS と健康の関連は完全
には消失しなかった。このことは、今回注目
した 3 つのメカニズム以外にも、SSS と健康
の関連を作り出すメカニズムの存在を示唆
している。 
 なお、本研究では分析のための基本モデル
として「SSS→媒介要因→健康」という因果
関係を想定した分析を行った。しかし、SSS
と相対的剥奪および損失回避性の間の因果
関係は、より慎重に考える必要がある。これ
らの要因の因果関係は、基本モデルよりも複
雑な可能性が高い。 

 
（3）本研究で得られた成果は、大きく二つ
の意義を持つと考えられる。 
 第一に、本研究の成果は「社会的不平等と
健康」という社会的・学術的に重要なテーマ
で検討されている最先端の問題に一定の貢
献をもたらしうる。客観的な不平等の状態と
は別に、不平等に対する認識が健康に悪影響
を与えることはすでに多くの研究において
指摘されてきたが、本研究はその影響メカニ
ズムの一端をより詳しく示すことができた。 
 第二に、本研究の知見は、これまでの社会
階層研究、社会疫学研究における不平等の把
握の仕方の再検討を促すものになっている。
これまでの研究では、不平等の状態を客観的
な社会経済的地位で把握することが主流で
あった。しかし、本研究の知見は、消費まで
含めた生活状況全体の不平等を把握するこ
との重要性を示唆している。もちろん、この
こと自体はすでに多くの研究が指摘してい
ることであるが、本研究の成果からも、その
ことを支持する結果が得られたことは重要
である。 
 とはいえ、本研究の知見は調査法やデータ
の制約もあり、未だ暫定的なものに過ぎない。
今後は、より一般性の高いデータを用いるこ
とで、本研究の知見を確認・発展させていく
必要がある。 
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